
来年はどんな年？

川上村と伝統野菜をみつめて

東熊野街道

”新しい”のその先に？

水源地の森ツアーを再開しました

水生生物調査／未来への風景づくり見本園
草刈りボランティア

●
●
●
●
●
●
●

！
か
い
た
し
に
年
な
ん
ど
を
年
い
し
新

vol.４９ ２０２０ 冬号   源流からのたより

ナガレタゴガエル

ヤハズソウ

9月13日の水源地の森

  スタッフは距離を空けて案内しました参加者みんなで記念写真

　

源
の
水
と
森
、
化
文
、
史
歴
、
境
環
、
然
自

に
ち
た
私
、
く
な
で
け
だ
様
皆
る
れ
訪
を
こ
こ

　

で
ま
様
名
５
組
１
回
１
た
し
施
実
に
夏
の
こ

。
た
し
ま
り
あ
が
面
場
く
だ
た
い
て
え
教
を
言
方

そ
だ
と
こ
の
ウ
ソ
ズ
ハ
ヤ
は
れ
こ
、
草
み
さ
は

か
し
。
た
し
ま
き
付
が
名
和
の
こ
ら
か
と
こ
る

子
が
う
ほ
の
鋏
も
り
よ
筈
矢
、
ど
ほ
る
な
、
し

、
名
方
地
の
リ
ド
タ
イ
。
い
す
や
り
か
分
は
に
供

た
い
だ
た
い
て
え
教
ら
か
々
方
の
別
た
ま
も
ら

。
す
で
の
も

　

と
こ
る
れ
く
て
せ
か
づ
気
が
然
自
は
い
る
あ

草
の
り
く
づ
景

の
屋
白
で
り
刈

い
歩
を
跡
落
集

な
、
と
る
い
て

の
ギ
ツ
ウ
と
ん

い
て
い
咲
が
花

ま
り
あ
は
で
る

か
ん
せ

！？

ツ
ウ

の
卯
は
花
の
ギ

れ
ば
呼
も
と
花

　

9

月
13

ラ
ド
イ
ガ
別
種
業
。
た
し
ま
し
開
再
に
日

上
川
に
る
が
き
「
た
し
施
実
に
的
験
試
や
ン
イ

を
策
対
症
染
感
に
考
参
を
験
経
の
で
」
ぽ
ん
さ

ス
バ
、
で
と
こ
る
す
に
分
半
を
員
定
、
し
施
実

行
歩
の
で
森
。
た
し
ま
し
保
確
を
全
安
の
者
加

ど
な
症
中
熱
と
だ
ま
ま
た
し
を
ク
ス
マ
、
は
中

ス
マ
、
ら
か
と
こ
る
な
く
高
が
方
の
ク
ス
リ
の

く
長
が
列
、
と
る
す
う
そ
。
た
し
ま
し
い
願
お

を
況
状
で
ま
方
の
ろ
後
、
る
な
く
く
に
え
こ
聞

の
か
つ
く
い
ど
な
る
な
く
し
難
が
の
る
す
握
把

人
の
班
、
で
こ
そ
。
た
し
ま
れ
さ
定
想
が
題
問

に
て
べ
す
者
加
参
も
て
く
な
さ
出
を
声
大
、
し

。
た
し
ま
し
を
夫
工
の
ど
な
に
う
よ
く
届
が
声

　

、
は
日
当
開
再

し
ま
り
あ
が
ル
セ

行
か
と
何
、
が
た

、
き
で
開
再
を
事

大
も
つ
つ
し
張
緊

じ
感
を
び
喜
な
き

地
源
水
。
す
で
の
も
く
咲
に
頃
の
夏
初
は
れ
あ

春
早
、
年
例
。
た
し
ま
れ
ら
見
が
接
抱
の
ル
エ

い
寒
ど
ほ
る
え
凍
が
気
空
の
森
の
流
源
だ
ま
の

。
す
で
動
行
殖
繁
る
れ
ら
見
に
ち
う

11

下
も
月

り
ず
え
さ
の
イ
ザ
サ
ソ
ミ
、
に
の
う
い
と
だ
旬

い
て
い
咲
が
レ
ミ
ス
ボ
ツ
チ
タ
、
る
え
こ
聴
が

で
ま
こ
こ
、
も
と
こ
る
せ
流
と
る
あ
が
情
風
ば

い
う
そ
。
す
ま
じ
感
く
し
ろ
恐
と
る
く
て
れ
ず

　

だ
ま
は
ち
た
物
生
！
だ
変
が
か
何
は
年
今

も
か
る
か
分
が
因
原
と
る
べ
調
く
し
詳
、
か
の

を
話
に
家
門
専
の
れ
ぞ
れ
そ
、
し
ん
せ
ま
れ
し

、
の
も
の
れ
外
節
季
で
境
環
や
然
自
な
近
身

か
見
頃
近
、
虫
昆
い
な
が
と
こ
た
見
で
ま
今

森
、
で
か
や
鮮
が
緑
は
ケ
コ
た
れ
濡
に
雨
。
た

人
。
た
し
ま
り
な
に
界
世
の
緑
が
て
べ
す
中
の

に
う
よ
る
れ
取
じ
感
く
き
大
が
応
反
の
人
一
人

ど
が
味
興
の
ん
さ
皆
、
分
の
そ
。
た
し
ま
り
な

が
と
こ
る
取
じ
感
層
一
り
よ
を
か
の
る
あ
に
こ

の
後
の
そ
。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
き
で

11
月

3

ば
し
。
た
し
ま
え
増
り
よ
前
以
も
と
こ
く
だ
た

、
が
す
で
て
け
避
を
密
は
に
的
理
物
は
間
の
そ

施
実
を
事
行
に

と
こ
く
い
て
し

そ
。
す
ま
り
な
に

の
先
の
こ
、
を
れ

か
活
に
等
事
行

い
た
き
い
て
し

。
す
ま
い
思
と

mori-to-mizu-no-genryu-kan6



森
も り も り

守募金
にご協力ください

郵便振替00950-2-331164「水源地の森守募金」あて

　

ら
し
川
の
紀
川
野
吉
「
の
年
例
、
め
た
の
止
防

、
が
た
し
ま
し

8
月
10

き
、
果
結
の
査
調
。
た
し
ま
し
施
実
を
査
調
で

物
き
生
む
す
に
水
な
い
れ

2

い
れ
き
や
や
、
種

物
き
生
む
す
に
水
な

13

。
た
し
ま
り
か
つ
見
が
種

環
質
水
た
し
定
安
、
れ
さ
定
判
に
水
な
い
れ
き

。
た
し
ま
り
か
わ
が
と
こ
る
あ
で
境

　

が
ミ
ゴ
の
者
用
利
園
公
で
み
休
夏
、
し
か
し

続
し
流
を
水
な
い
れ
き
に
流
下
、
ど
な
つ
立
目

な
け
い
ば
れ
け
な
か
い
て
え
考
、
に
め
た
る
け

。
た
し
ま
り
あ
も
と
こ
い

　

5

3づ
景
風
の
へ
来
未
の
屋
白
は
中
前
午
、
で
と
人

。
た
し
ま
い
行
を
り
刈
草
の
園
本
見
り
く

6
月草

が
員
職
、
ず
せ
施
実
は
て
し
と
ト
ン
ベ
イ
は

集
て
め
初
年
今
、
で
の
た
し
ま
り
張
頑
を
り
刈

」
り
く
づ
景
風
の
へ
来
未
「
る
い
て
め
進
が
村
上

理
管
の
館
流
源
の
水
と
森
、
後
た
し
を
明
説
の

味
の
秋
、
て
い
て
し
熟
に
ろ
ご
べ
食
が
ビ
ケ
ア

。
た
し
ま
み
し
楽
も
覚

　

種
来
外
、
は
ら
か
後
午
、
で
ん
さ
は
を
食
昼

の
屋
白
、
ら
が
な
い
行
を
い
拾
ミ
ゴ
や
除
駆
の

、
は
で
種
来
外
。
た
し
ま
み
し
楽
を
察
観
然
自

ル
ナ
の
物
生
来
外
定
特
た
い
て
え
抑
で
ま
れ
こ

て
い
て
し
活
復
に
近
付
口
り
入
が
ク
ギ
ワ
サ
ト

ミ
ザ
ア
ニ
オ
カ
リ
メ
ア
。
た
し
ま
め
進
を
除
駆

に
易
容
は
ん
さ
な
み
の
者
加
参
、
は
て
い
つ
に

興
も
子
様
の
屋
白
の
昔
、
や
前
る
す
転
移
戸
全

。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
せ
か
聞
く
深
味

　

、
瞬
一
に
際
間
了
終、
が
た
し
で
空
り
曇、
日
終

も
望
眺
の
湖
神
龍
き
た
お
お
、
み
込
し
差
が
光

り
あ
、
ま
さ
な
み
の
加
参
ご
。
た
し
ま
め
し
楽

ありがとうございました。
2019年度、473,954円の
森守募金をお預かりしました。

奈良県、和歌山県の紀の川流域市町村の小学校へ
の教材印刷、水源地の森の啓発看板作成などを行
いました。今後ともご支援よろしくお願いします。

調査場所の様子

表紙の写真：「吉野川源流－水源地の森」の山の神

7

発行日:令和2年12月発行
発行所:公益財団法人吉野川紀の川源流物語　森と水の源流館

TEL:0746-52-0888

冬　第49号源流のひとしずく

12

20

人
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団
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流
源
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の
紀
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野
吉
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務
事

　

上
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大
忠

  

●来
は
年
、

？
年
な
ん
ど

小さい文字はこちらで拡大してご覧いただけます。 http://www.genryuu.or.jp/pdf/ayumi.pdf
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写真1．よど豆を使った料理

表1．川上村の伝統野菜と考えられる野菜一覧

名　　　称

専門家から伝統野菜だと
確認されたもの

トウヂシャ
みがらし
バショウ菜
チシャ
よど豆
上平豆
ヒサヨ豆
八ツ頭
小芋
親殺し
小菜
こんにゃく

専門家から
伝統野菜の可能性があると

されているもの

山の芋
とうきび
きび
なたね
油菜
ねぎ

1．伝統野菜とは？

　ここ数年、種子法や種苗法の改正が騒がれているなか、「伝統野菜」と呼ばれる野菜に注目が集まっている。伝

統野菜は日本の各地域で古来から栽培されている在来種の野菜のことだ。京野菜や加賀野菜などが有名だが、伝統

野菜の厳密な定義は各都道府県によって異なる。たとえば、奈良県では、結崎ネブカや片平あかね、下北春まなと

いった野菜が「大和野菜」として伝統野菜とみなされている。奈良県での大和野菜の定義は、①戦前から県内でつ

くられているもの、②地域の伝統的・文化的な栽培方法で味や香り、野菜の来歴などに特徴を持っているものだと

されている。

　川上村でも、古くから地域のなかでタネが引き継いで育てている、伝統野菜と言ってもいい野菜がいくつかあ

る。しかし、2020年12月現在、これらの野菜は大和野菜には認定されていない。そこで今回は、川上村の伝統野

菜と考えられている野菜をいくつか取り上げ、野菜と人との関わりについて少し考えてみたい。

2．川上村にある伝統野菜

川上村には、どんな伝統野菜があるのだろうか？川上村の野菜を扱っているや

まいき市実行委員会では、奈良県内で野菜の専門家を呼んで、何度か調査をお

願いしたことがある。その調査のなかで、伝統野菜と考えられるもの、ないし

伝統野菜の可能性のある代表的なものを一覧表でまとめてみた（表1参照）。

　他の地域でも栽培されている野菜もあれば、川上村にしかないもの、もしく

は川上村も含めわずかな地域でしか育てられていない野菜もある。今回は、在

来種の系統がばらばらで親豆の品種がわからないほどバラエティに富んでいる

と言われてる（長谷川　2016）豆類に着目する。特に、川上村の在来種の豆が

どのように地域の人々と関わっているのかを、名前の由来から考えていく。

3．川上村の豆

3.1．よど豆
　よど豆（写真1）はいんげん豆の一種で、白地に赤紫色の模様の野菜。4月

の山桜が咲くころにタネをまき、7～8月に収穫する。また収穫時期に再度タ

ネをまけば秋に採れる。川上村の山間部の集落で引き継がれているもので、こ

の地域にしかない可能性がある。育てている人によると、年に“2度”収穫でき

ることから、それがなまって“よど豆”と呼ばれていると話す。

  第36回  源流の主役たち 

豆とその名前の由来から川上村と伝統野菜をみつめて

奥田　絵（地域おこし協力隊・やまいき市実行委員会）

mori-to-mizu-no-genryu-kan4
※連載はコミュニティーライターの西久保智美が担当します。

画面の向こう側の学生に語りかける栗山村長

。
た
し
ま
し
話
と
」
要
必
が

　

上
川
る
え
見
ら
か
ト
ソ
「
、
は
で
回
２
第

。
場
登
が
隊
力
協
し
こ
お
域
地
の
旧
新

　

ヨ
、
う
行
を
業
事
で
村
き
続
き
引
も
後
了
終

、
ん
さ
裕
芳
田
安
の
み
か
わ
か
イ
ヨ
イ

M
oon 

Rounds

協
し
こ
お
域
地
、
ら
か
ん
さ
崇
邊
渡
の

ソ
ヨ
「
る
す
活
生
で
村
、
し
用
活
を
度
制
隊
力

に
り
く
づ
村
の
地
源
水
の
ら
か
点
視
の
」
ノ
モ

。
た
し
ま
び
学
て
い
つ

　

第
3

野
吉
る
あ
で
業
産
幹
基
の
村
、
は
で
回

、
ん
さ
勝
久
井
玉
の
守
山
。
て
い
つ
に
業
林

ん
さ
仁
一
田
上
の
中
社
み
か
わ
か
野
吉）
社
一
（

多
、
植
密
「
る
あ
で
徴
特
の
業
林
野
吉
、
ら
か

山
治
は
に
林
山
、
や
と
こ
の
」
期
伐
長
、
伐
間

能
可
続
持
・
能
機
全
保
境
環
球
地
・
能
機
水
治

紹
が
と
こ
る
あ
が
割
役
の
て
し
と
ど
な
源
資
な

。
た
し
ま
れ
さ
介

　

に
で
す
、
は
業
林
野
吉
、
は
ら
か
生
学

0
0
1

年

0
0
2

モ
ス
ネ
ジ
ビ
る
え
超
を
年

、
に
と
こ
る
い
て
れ
ら
作
が
箸
り
割
て
し
用
利

　

に
決
解
の
と
ご
り
困
の
民
村
、
は
で
回
４
第

組
り
取
の
ふ
い
ら
み
か
わ
か）
社
一
（る
す
力
注

進
が
化
齢
高
、
で
域
地
間
山
中
。
て
い
つ
に
み

し
と
み
組
仕
る
え
支
を
し
ら
暮
の
民
村
上
川
む

定
予
業
廃
、
し
保
確
を
便
利
の
物
い
買
で
業
事

環
循
済
経
内
域
地
、
と
場
の
用
雇
な
た
新
、
し

で
ま
く
あ
は
ら
れ
こ
。
た
し
ま
し
だ
り
く
つ
を

 

村
上
川

と

学
大
業
工
阪
大

    

業
授
携
連

     

介
紹
を
容
内
の」
学
流
源
村
上
川
「

　 

　

学
大
業
工
阪
大
は
で
号
今
、
き
づ
つ
に
号
前

の
業
授
の
」
学
流
源
村
上
川
「
た
れ
さ
講
開
で

。
す
ま
き
い
て
し
介
紹
て
い
つ
に
容
内

　

組
り
取
の
村
上
川
、
は
の
た
し
指
目
で
上
く
い

。
と
こ
」
る
す
成
育
を
手

　

る
す
躍
活
で
線
一
第
、
で
中
の
学
座
の
回
７

が
な
し
接
と
人
つ
持
を
観
値
価
な
ま
ざ
ま
さ

ど
は
で
れ
そ
。
た
し
ま
れ
ら
え
考
が
成
構
う
よ

。
す
ま
き
い
て
し
介
紹
で

　

第
1

か
ス
ン
ダ
イ
ガ
の
村
は
ず
ま
、
は
で
回

川
「
が
ん
さ
満
藤
加
の
課
地
源
水
村
上
川
。
ら

と
村
上

S
D
G
s

、
つ
つ
り
返
り
振
を
策
政
境
環
の
村
、
と
要
概

役
き
べ
す
た
果
が
村
の
流
源
、
け
向
に
来
未

説
て
い
つ
に
姿
の
流
源
る
す
存
共
と
市
都
、
割

に
互
相
は
題
課
と
会
社
・
済
経
・
境
環
「
。
明

の
れ
ぞ
れ
そ
、
で
の
る
い
て
し
化
雑
複
・
関
連

点
視
な
的
合
総
、
く
な
は
で
の
る
け
分
を
野
分

く
つ
を
会
機
の
点
接
の
と
民
住
、
り
あ
で
段
手

。
た
し
ま
し
介
紹
を
と
こ
る
い
て

　

山
栗
る
す
引
牽
を
り
く
づ
村
、
は
で
回
５
第

的
史
歴
の
設
建
ム
ダ
滝
大
。
壇
登
が
長
村
昭
忠

た
れ
ら
め
込
に
り
く
づ
村
、
え
ま
踏
を
緯
経

。
た
し
ま
り
語
を
」
い
も
お
「

　

和
昭

34

２
、
ら
か
害
被
の
風
台
湾
勢
伊
の
年

、
に
手
逆
を
ム
ダ
、
も
ら
が
な
れ
さ
弄
翻
に
史

、
し
眼
着
に
り
く
づ
村
の
て
し
と
村
の
地
源
水

第
に
年
６
成
平

3

合
総
次

物
流
源
川
野
吉
「
画
計

年
８
成
平
、
定
策
を
」
語

発
を
」
言
宣
上
川
「
、
に

源
「
に
も
と
と
民
村
。
信

水
な
い
れ
き
、
り
守
を
流

」
る
け
続
し
流
に
流
下
を

成
平
、
め
決
を
悟
覚

11
年の

紀
（
川
野
吉
、
は
に

る
す
置
位
に
流
源
の
）
川7

4
0
h
a

の
地
源
水
の

経
の
で
ま
る
す
入
購
を
森

。
た
し
ま
し
明
説
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写真3．上平豆のさや

写真2．上平豆（左）とヒサヨ豆（右）

品　　名 タネまきの時期 収穫時期 特　　徴

よど豆 4月の山桜が咲く時期 7~8月、10月ごろ いんげん豆の一種で年に２度収穫できる

上平豆 7月 10日前後 10月ごろ 秋豆の一種でヒサヨ豆よりもさや・豆とも小さい

ヒサヨ豆 7月 10日前後 10月ごろ 上平豆によく似ているが、さや・豆とも大きい

表２．それぞれの豆の特徴

品　　名 入ってきた時期 名前の由来

よど豆 不　明

上平豆 40~50年ほど前 「上平さん」が持ち帰ったため

ヒサヨ豆 20~30年ほど前 「ヒサヨさん」が持ち帰ったため

表3．豆の名前の由来

3.2．上平豆とヒサヨ豆

　上平豆とヒサヨ豆は、同じ秋豆の一種だ。同じ品種だが上平豆の方が

豆は40年ほど前に、東吉野村から「上平さん」がもらって帰ってきたと言

われている。一方、ヒサヨ豆は「ヒサヨさん」が知り合いからもらって帰

ったもので、上平豆より後に入ってきたそうだ。地域の方によると、この

2つの豆は同じ秋豆の一種であるが、入ってきた時期が異なるために特徴

が異なると話す。2つの豆の面白いところは、同じ品種の豆を人の名前で

わけていることだ。素人目にはわからなくとも、豆を育てている人には同

じ品種の豆でも異なる特徴があるため、上平豆／ヒサヨ豆は分類できるそ

うだ。

4．豆から考える伝統野菜の面白さ

　今回取り上げた豆類の伝統野菜の興味深いところは、名前の由来だ(表2·3

参照)。よど豆の場合は、年に2度収穫できるという特徴から、地域のなかで

名付けられたことだ。上平豆／ヒサヨ豆に関しては、同じ秋豆の品種だが入

ってきた時期が異なるためにそれぞれの豆の特徴が異なり、現在でも持ち帰

った人の名前で呼ばれていることだ。特に上平豆／ヒサヨ豆の例が物語って

いるように、タネを引き継いで育てている在来種の野菜は、地域の環境に根

ざしてそれぞれの特徴が生まれてくると考えられる。伝統野菜とその名前の

由来を知ることで、在来の野菜とその地域との関わりや地域の環境の特徴が

少し垣間見えるのではないだろうか。

参考文献

長谷川清美，2016年，

mori-to-mizu-no-genryu-kan
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吉野川・紀の川流域の遺跡

図2　芳水塾による街道の整備作業

図 1　庄三郎が整備した東熊野街道（赤）と現在の国道 169号線（緑）
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写真1．よど豆を使った料理

表1．川上村の伝統野菜と考えられる野菜一覧

名　　　称

専門家から伝統野菜だと
確認されたもの

トウヂシャ
みがらし
バショウ菜
チシャ
よど豆
上平豆
ヒサヨ豆
八ツ頭
小芋
親殺し
小菜
こんにゃく

専門家から
伝統野菜の可能性があると

されているもの

山の芋
とうきび
きび
なたね
油菜
ねぎ

1．伝統野菜とは？

　ここ数年、種子法や種苗法の改正が騒がれているなか、「伝統野菜」と呼ばれる野菜に注目が集まっている。伝

統野菜は日本の各地域で古来から栽培されている在来種の野菜のことだ。京野菜や加賀野菜などが有名だが、伝統

野菜の厳密な定義は各都道府県によって異なる。たとえば、奈良県では、結崎ネブカや片平あかね、下北春まなと

いった野菜が「大和野菜」として伝統野菜とみなされている。奈良県での大和野菜の定義は、①戦前から県内でつ

くられているもの、②地域の伝統的・文化的な栽培方法で味や香り、野菜の来歴などに特徴を持っているものだと

されている。

　川上村でも、古くから地域のなかでタネが引き継いで育てている、伝統野菜と言ってもいい野菜がいくつかあ

る。しかし、2020年12月現在、これらの野菜は大和野菜には認定されていない。そこで今回は、川上村の伝統野

菜と考えられている野菜をいくつか取り上げ、野菜と人との関わりについて少し考えてみたい。

2．川上村にある伝統野菜

川上村には、どんな伝統野菜があるのだろうか？川上村の野菜を扱っているや

まいき市実行委員会では、奈良県内で野菜の専門家を呼んで、何度か調査をお

願いしたことがある。その調査のなかで、伝統野菜と考えられるもの、ないし

伝統野菜の可能性のある代表的なものを一覧表でまとめてみた（表1参照）。

　他の地域でも栽培されている野菜もあれば、川上村にしかないもの、もしく

は川上村も含めわずかな地域でしか育てられていない野菜もある。今回は、在

来種の系統がばらばらで親豆の品種がわからないほどバラエティに富んでいる

と言われてる（長谷川　2016）豆類に着目する。特に、川上村の在来種の豆が

どのように地域の人々と関わっているのかを、名前の由来から考えていく。

3．川上村の豆

3.1．よど豆
　よど豆（写真1）はいんげん豆の一種で、白地に赤紫色の模様の野菜。4月

の山桜が咲くころにタネをまき、7～8月に収穫する。また収穫時期に再度タ

ネをまけば秋に採れる。川上村の山間部の集落で引き継がれているもので、こ

の地域にしかない可能性がある。育てている人によると、年に“2度”収穫でき

ることから、それがなまって“よど豆”と呼ばれていると話す。

  第36回  源流の主役たち 

豆とその名前の由来から川上村と伝統野菜をみつめて

奥田　絵（地域おこし協力隊・やまいき市実行委員会）

mori-to-mizu-no-genryu-kan4
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写真3．上平豆のさや

写真2．上平豆（左）とヒサヨ豆（右）

品　　名 タネまきの時期 収穫時期 特　　徴

よど豆 4月の山桜が咲く時期 7~8月、10月ごろ いんげん豆の一種で年に２度収穫できる

上平豆 7月 10日前後 10月ごろ 秋豆の一種でヒサヨ豆よりもさや・豆とも小さい

ヒサヨ豆 7月 10日前後 10月ごろ 上平豆によく似ているが、さや・豆とも大きい

表２．それぞれの豆の特徴

品　　名 入ってきた時期 名前の由来

よど豆 不　明

上平豆 40~50年ほど前 「上平さん」が持ち帰ったため

ヒサヨ豆 20~30年ほど前 「ヒサヨさん」が持ち帰ったため

表3．豆の名前の由来

3.2．上平豆とヒサヨ豆

　上平豆とヒサヨ豆は、同じ秋豆の一種だ。同じ品種だが上平豆の方が

豆は40年ほど前に、東吉野村から「上平さん」がもらって帰ってきたと言

われている。一方、ヒサヨ豆は「ヒサヨさん」が知り合いからもらって帰

ったもので、上平豆より後に入ってきたそうだ。地域の方によると、この

2つの豆は同じ秋豆の一種であるが、入ってきた時期が異なるために特徴

が異なると話す。2つの豆の面白いところは、同じ品種の豆を人の名前で

わけていることだ。素人目にはわからなくとも、豆を育てている人には同

じ品種の豆でも異なる特徴があるため、上平豆／ヒサヨ豆は分類できるそ

うだ。

4．豆から考える伝統野菜の面白さ

　今回取り上げた豆類の伝統野菜の興味深いところは、名前の由来だ(表2·3

参照)。よど豆の場合は、年に2度収穫できるという特徴から、地域のなかで

名付けられたことだ。上平豆／ヒサヨ豆に関しては、同じ秋豆の品種だが入

ってきた時期が異なるためにそれぞれの豆の特徴が異なり、現在でも持ち帰

った人の名前で呼ばれていることだ。特に上平豆／ヒサヨ豆の例が物語って

いるように、タネを引き継いで育てている在来種の野菜は、地域の環境に根

ざしてそれぞれの特徴が生まれてくると考えられる。伝統野菜とその名前の

由来を知ることで、在来の野菜とその地域との関わりや地域の環境の特徴が

少し垣間見えるのではないだろうか。

参考文献

長谷川清美，2016年，
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吉野川・紀の川流域の遺跡

図2　芳水塾による街道の整備作業

図 1　庄三郎が整備した東熊野街道（赤）と現在の国道 169号線（緑）
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9月13日の水源地の森
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来年はどんな年？

川上村と伝統野菜をみつめて

東熊野街道

”新しい”のその先に？

水源地の森ツアーを再開しました

水生生物調査／未来への風景づくり見本園
草刈りボランティア

●
●
●
●
●
●
●

！
か
い
た
し
に
年
な
ん
ど
を
年
い
し
新

vol.４９ ２０２０ 冬号   源流からのたより
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森
も り も り

守募金
にご協力ください

郵便振替00950-2-331164「水源地の森守募金」あて
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ありがとうございました。
2019年度、473,954円の
森守募金をお預かりしました。

奈良県、和歌山県の紀の川流域市町村の小学校へ
の教材印刷、水源地の森の啓発看板作成などを行
いました。今後ともご支援よろしくお願いします。

調査場所の様子

表紙の写真：「吉野川源流－水源地の森」の山の神
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